
岡山県高等学校教育研究会学校図書館部会 

高等学校図書館ネットワーク研究委員会（２５年度第２回）議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・開会 

 

２・協議 

（１） 高等学校間横断検索について（大西） 

・「岡山県学校図書館間横断検索システム」は２５年７月よりワーキンググループ

によるデータの受け入れ、試用を開始している。現在、書誌割れが多いが、各学

校のデータの形式（ISBNと出版年）を揃えれば、かなり同定される。 

 

・現在のところ、同時アクセス数に制限がある（少なすぎる）問題は解決してい

ない。 

 

・１１月のワーキンググループでは、「データの形式と提供方法」「参加校へのフ

ォロー」「活用の可能性」「県立図書館システム変更に際して横断検索部分への要

望」などを検討する予定。 

 

・今後は１２月の合同司書部会で、全学校にデータアップのお願いをし、２６年

１月には参加校によるデータアップ・運用実験を行い、４月から本格稼働する予

定。 

 

＜質問・意見＞ 

    ・各学校のデータを揃えるのは難しいか？ワーキンググループで実験してみては

どうか⇒ワーキンググループの会を開く前に実験できれば。案内と一緒に作業の

具体例を出す予定。 

 

    ・システムへの要望は、いつまでに出せば良いか？ 

 日時：平成２５年１０月１１日（金）  

１３：３０～１７：００ 

 場所：岡山県立一宮高等学校・図書館 

 参加人数：９名（小橋・吉信・神田・近藤・加茂・金地・

川島・木下・大西） 

 司会・加茂（倉敷工業） 記録・近藤（古城池） 

 



     ⇒平成２６年７月まで。 

 

    ・システムへの参加は全校参加を目指すか？希望校だけで良いか？ 

     ⇒ある程度、手間をかけても良いという希望校だけの参加で良い。 

 

    ・参加する希望はあっても、やり方がわからない学校へのフォローは？ 

     ⇒１１月のワーキンググループの検討事項に、「参加校へのフォロー」を挙げて

いる。そこで検討する予定。 

    

    ・この横断検索システムには、いつでも入れるのか 

     ⇒入れる。 

 

（２） 学校支援図書について（大西） 

・利用状況は、去年より現時点で増えている。予約が重なった場合は返却予定を

連絡している 

 

・同じ学校が大量に借りることがある。１つの学校で３セットまでなどのルール

を決めてはどうか？ 

 

・選定状況は、募集したが回答はわずか。続けて要望を受け付けている。 

 

・セットがなくて、本館用図書を利用した事例を教えてほしい。 

 

・今年度の購入分はこれからセットを組む予定。 

 

・利用の多いものには、副セット・類似セットを作成する。 

 

・９月に１度、広報の文書を配布ずみ。年度内にもう一度出す予定。 

 

・ブックトレードやビブリオバトルへの参加もお願いしたい。 

 

＜質問・意見＞ 

    ・セット数の制限は、授業が複数入る時もあり、無理なのでは？初めから制限を   

     つけるのではなく、譲り合う方向でどうか？また、利用のマナーとして、初め

に説明してもらいたい。 

    ⇒制限はかけない方向で考えるが、ゆずりあってほしい。 



    ・セットを増やすより、中身を変えてはどうか？セットが増え続けても、使われ

ないセットが増えるだけでは？ 

     ⇒セットは４００までにしたいと考えている。また、今まであるセットに、差

し替え、追加などのリクエストがあり、やってはいるが、作業量が多く、追い

つかないのが現状。 

 

    ・セットがなくて・・・の事例は、どう取りまとめるか？ 

     ⇒ネット研の担当者（吉信さん）がMLで流し、情報は直接大西さんへ送る。 

 

    ・先生からのセット希望は？ 

     ⇒支援学校の先生からあった。 

 

    ・支援用図書の利用だが、授業を支援するばかりでなく、読書環境を整える支援

もしてもらえないか？ 

     ⇒支援用図書は、授業支援が目的で、そこは変わらない。 

 

（３） 合同司書部会について（川島） 

・午前中は読み聞かせの指導についての講演。講師は朝倉さん。 

 

・司書部会の HPの更新方法を教えてほしいという希望がある。会場校で、コン

ピュータを６台用意できるので、可能。１６：００～１６：３０ 

希望者に残ってもらって行う。 

 

・美作が、午後、備前と備中のどちらに参加するかは、要確認。 

 

（４） でーれーBOOKSについて（加茂） 

・２２校から応募があった。小説４１作品・小説以外５２作品。 

 

・１次投票は、応募した２２校がエントリー作品の中から、各部門５作品ずつ選

んで、メールか FAXで加茂さんに送る。応募用紙はMLで流す。集計はネット

研で行う。上位５作品ずつにしぼる。 

 

・２次投票では、そのまま広報で使えるように、おすすめコメントをつけてもら

う。 

 

・司書部会の HPへの掲載は、金地さんより提案の方向で行う。 



 

 

＜質問・意見＞ 

   ・参加校が２２校と少ないのは問題では？ 

    ⇒２次投票の資格を「各部門の上位５作品（計 10冊）読んだ学校図書館関係者」

とする。 

      

    ・でーれーBOOKSの投票だが、司書部会のオススメ本の投稿形式を引用できない

か？ 

    ⇒過去のコメントと一緒になって、見辛くなるかも。新年度に向けて、要検討。 

 

    ・エントリー本を、いちから考えるのは大変だったのでは？ 

    ⇒おすすめ本の中に、でーれー候補を入れておくか、おすすめ本の中から、期間

にあうものを抽出してエントリー作品とできないか？ 

     新年度にむけて、要検討。 

 

（５） 学校間の相互貸借について（近藤） 

・マニュアルは、司書部会などで時間をとり、みんなで検討してほしい。 

 MLでも流す予定。 

 

＜質問・意見＞ 

    ・相互貸借には、事務を通して正式に行った実績があり（神田）、文書があるので、 

     参考にしては？ 

     

    ・システムに、貸借依頼ボタンがついているようだが、当分の間、使わないほう

が良い。 

 

（６） その他 

・来年度の初任研担当は美作。地区外の誰かにお願いも可。 

 


